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鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています
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令和２年４月号　２

『支えあおう・鶴居びと』宣言

新型コロナウイルス感染症について

　新型コロナウイルス感染症が、国内をはじめ世界的な広がりを見せており、本村住民
への不安がつのり、地域経済にも甚大な影響をもたらすなど、未曽有の危機的状況にお
かれております。
　北海道の「緊急事態宣言」を受け、不要不急の外出自粛や小中学校の休校などにより、
地域の元気も失いかけています。
　今こそ世代や地域、立場を超えて共に支えあい、一刻も早く、現状の終息を見なけれ
ばなりません。
　よって鶴居村は、村民一丸となって次の活動を推進し、元気に満ちた、笑顔あふれる
むらづくりを宣言します。

記

一、村民一人一人が更なる健康増進に努め、落ち着いた行動の下で、新型コロナウイル
ス感染症拡大の防止に努めます。

一、村民の消費行動を促し、危機感が増す地域経済の一刻も早い回復を支援します。

一、村民一丸となり、安心・安全な暮らしの環境を維持し、元気に満ちた、笑顔あふれ
るむらづくりを推進します。

　　　　令和2年3月16日
鶴　 居　 村　

　猛威を振るう新型コロナウイルス感染症は、国内外を問わず全世界に感染拡大を続けており、現在、
社会全体に行動の自粛が要請される中で、未だ経験したことのない健康不安や安心安全な暮らしに影を
落とし、そして地域経済などに大きな打撃を与えています。
　北海道においても緊急事態宣言が出されたほか、休校の緊急措置によって成長期にある子供達が自宅
で待機するなど、地域全体が制約された行動を余儀なくされています。
　村としても、去る２月２４日に「鶴居村新型コロナウイルス感染症対策検討会議」を開催し、翌２５日
には「鶴居村新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し今後の対応について協議したほか、感染防
止に向けた予防啓発の徹底や地元経済を支える支援策を検討しており、早期に具体的な取り組みを示し
たいと考えています。
　こうした情勢などを鑑み、村としてこの難局を村民の皆さんとともに乗り越えていくために、全村民
が抱く郷土愛を結集し、全村民の意識と行動によって地域を支えていくため、次のとおり宣言します。



３　令和２年４月号

新型コロナウイルス感染症とは
　ウイルス性の風邪の一種であり、主な症状として発熱、のどの痛み、咳が長引く（１週間程度）、強い
だるさ（倦怠感）などがあります。特に高齢者や基礎疾患（心筋梗塞、脳梗塞、糖尿病など）のある方は重
症化しやすい可能性が考えられます。
　感染経路は、咳やくしゃみなどによる飛沫感染と物や人の手を介した接触感染が確認されています。
　感染から発症までの潜伏期間は１日から１２. ５日（多くは５日から６日）になります。

相談・受診の目安
〇３７. ５度以上の発熱や風邪の症状が４日以上続いている。
〇強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。
〇高齢者や基礎疾患がある方で上記の状態が２日程度続いている。

日常生活で気を付けること
〇外出後、調理の前後、食事前などこまめに～石けんの手洗いやアルコール消毒液での
　手指の消毒をする。
〇咳やくしゃみがあるときにはマスクを着用し咳エチケットに心がける。
〇不特定多数の人が集まる密閉空間や密集空間を避ける。
〇バランスのいい食事と休息を心がける。

診療所での対応
　村立診療所では必ずマスクを着用し、発熱や風邪症状で受診される前には必ず電話連絡（☎６４－
２１２２）を入れていただくようお願いしています。
　新型コロナウイルス感染症を疑うような症状があっても軽症の場合であれば自宅で療養をお願いします。
　もし３７. ５度以上の発熱が続く、呼吸困難があるなど症状が強い場合はすぐに受診せず保健所やかか
りつけ医に電話で相談してください。

集団検診・がん検診について
新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点から４月に予定していた集団健診・がん検診を延期します。
今後の健診は10月1日～5日を予定しています。
皆様のご理解、ご協力をお願いします。

イベント参加・開催時の留意点
　新型コロナウイルス感染症への対策として、クラスター（集団）の発生を防止することが重要です。
　イベントや集会では下記の点に気をつけて実施・参加してください。

＜参加者＞
〇咳エチケットの徹底
〇頻繫な手洗い

＜主催者＞
〇発熱等の症状がある人に参加を控えるよう要請
〇咳エチケットの徹底や、頻繫な手洗いなどの周知
（あわせて正しい手洗い方法の普及啓発）
〇アルコール消毒液を会場入口や会場内の複数個所に設置し、確実に実施するよう周知
〇屋内イベントでの定期的な換気
〇相互接触の機会を減らす、対面での会話機会を極力減らすなどの実施内容の変更

相談・連絡先
○役場保健福祉課
　　☎６４－２１１６
〇釧路保健所　帰国者・接触者相談センター
　　☎６５－５８１１（平日８時４５分～１７時３０分）
〇北海道保健福祉部健康安全局地域保健課
　　☎０１１－２０４－５０２０（２４時間）



令和２年４月号　４

　

３
月

　

３
月
1313
日
に
各
中
学
校
、

日
に
各
中
学
校
、
1919
日
に
各
小
学
校
で
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

日
に
各
小
学
校
で
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
鶴
居
中
学
校

　

今
年
は
鶴
居
中
学
校
2020
名
、
幌
呂
中
学
校
４
名
、
鶴
居
小
学
校

名
、
幌
呂
中
学
校
４
名
、
鶴
居
小
学
校
2020
名
、
幌
呂
小
学
校
６
名
、
下
幌
呂
小
学
校
８
名
の
計

名
、
幌
呂
小
学
校
６
名
、
下
幌
呂
小
学
校
８
名
の
計
5858

名
に
対
し
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
学
校
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
村
長
の
祝
辞
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

名
に
対
し
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
学
校
長
か
ら
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
村
長
の
祝
辞
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
と
は
異
な
る
形
で
の
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
た

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
例
年
と
は
異
な
る
形
で
の
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
た

ち
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
前
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

ち
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
前
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

村
内
小
・
中
学
校
卒
業
式

村
内
小
・
中
学
校
卒
業
式

幌
呂
小
学
校

幌
呂
中
学
校

下
幌
呂
小
学
校

鶴
居
中
学
校

鶴
居
小
学
校



　

２
月
８
日
〜
10
日
に
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
後
援
し
て
い
る
学
生
団
体
「
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」
の
メ
ン
バ
ー
６
名
が
鶴
居
村
を
訪
れ
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め

村
内
各
所
を
見
学
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
道
外
の
大
学
生
を
対
象
に
、
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
機
会
の
創
出
や
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
じ
て
鶴
居
村
の
認
知
度
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
初
め
て
の
北
海
道
に
感
動
し
、
様
々
な
写
真
が
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
３
つ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
さ
れ
、
合
計
で
１
６
，０
０
０
以
上
の
ユ
ー

ザ
ー
に
見
ら
れ
る
な
ど
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

関
係
人
口
創
出
事
業
「
つ
る
い
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー
」

　

２
月
13
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
冬

季
の
ふ
ま
ね
っ
と
体
験
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
会
は
、
役
場
で
実
施
し

て
い
る
一
般
介
護
予
防
事
業
「
ふ
ま
と

も
く
ら
ぶ
」
の
新
た
な
申
込
者
の
開
拓

と
冬
期
間
の
運
動
機
会
の
増
加
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
鶴
居
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
30
名
の
方
が
参
加

し
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
ス
テ
ッ
プ
を

踏
み
な
が
ら
、
終
始
笑
顔
が
溢
れ
、
楽

し
く
運
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

冬
の
運
動
不
足
の
解
消
に

冬
季
の
ふ
ま
ね
っ
と
体

験
会

　

２
月
14
日
に
鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ

ウ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
に
て
下
幌
呂
小
学

校
の
児
童
が
収
穫
し
た
餌
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
下
幌
呂
小

学
校
の
児
童
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
餌
と
な

る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
を
種
ま
き
か
ら
収
穫

ま
で
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
年
は
２
１
８
㎏
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン

が
寄
贈
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
タ
ン
チ
ョ

ウ
自
然
専
門
員
の
音
成
さ
ん
に
よ
る
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
熱
心
に
観
察
を
行

い
ま
し
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
た
め
に
一
生
懸
命

作
り
ま
し
た
！

下
幌
呂
小
学
校
タ
ン
チ
ョ

ウ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
餌
の
寄
贈

５　令和２年４月号

「SUKIMACHI」ポーズで撮影する村長と参加者「SUKIMACHI」ポーズで撮影する村長と参加者



令和２年４月号　６

　

３
月
９
日
、
鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
白
田
さ
ゆ
り

会
長
（
写
真
右
か
ら
２
番
目
）、
菊
池
英
子
副
会
長
（
写
真
右

か
ら
３
番
目
）、
渡
部
し
の
ぶ
副
会
長
（
写
真
左
端
）
が
教
育

委
員
会
を
訪
れ
、
手
作
り
の
ぞ
う
き
ん
３
０
７
枚
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
ぞ
う
き
ん
は
、
協
議
会
の
会
員
86
名
一
人
ひ
と
り
が
一

年
間
か
け
て
作
成
し
た
も
の
で
、
村
内
の
各
小
中
学
校
に
お
い

て
は
清
掃
や
教
室
内
の
湿
度
管
理
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
低
学
年
に
は
絞
り
や
す
い
よ
う
に
小
さ
い
サ
イ
ズ
の

ぞ
う
き
ん
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
白
田
会
長
は
「
思
い
を
込
め

て
作
っ
た
ぞ
う
き
ん
な
の
で
一
生
懸
命
に
綺
麗
に
し
て
勉
強
を

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
、
株
式
会
社
佐
々
木
建
設
か
ら
学
校
教

育
備
品
購
入
の
た
め
、
村
に
対
し
50
万
円
の
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
佐
々
木
泰
三
代
表
取
締
役
社
長
（
写

真
左
）
が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
村
上
教
育
長
へ
寄

付
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

貴
重
な
ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
を
思
い
な
が
ら
作
り
ま
し
た
！

鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
よ
り

ぞ
う
き
ん
の
寄
贈

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

㈱
佐
々
木
建
設
か
ら
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た

　

２
月
23
日
、
ふ
る
さ
と
情
報
館
み
な
く
る
に
て
、
チ

ル
ワ
ツ
ナ
イ
の
会
１
周
年
記
念
「
音
楽
と
美
術 

悠
久

の
ハ
―
モ
ニ
ー
」
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
約
１
３
０
名
が
来
場
し
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ

ル
ー
プ
奏そ
　
ら楽

（
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
）
の
演
奏
に
よ
る
美
し
い
音

色
が
会
場
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
湿
原
の
思
想
家
」
と
呼
ば
れ
、
ふ
る
さ
と

情
報
館
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
寄
贈
さ
れ
た
長
谷
川
夫

妻
の
三
女
で
あ
る
山
本
福
子
さ
ん
が
制
作
し
た
長
谷
川

光
二
さ
ん
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
音
色
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
！

チ
ル
ワ
ツ
ナ
イ
の
会

　
　

１
周
年
コ
ン
サ
ー
ト



７　令和２年４月号

３
月
鶴
居
村
議
会
定
例
会

　

条　

例

　

幌
呂
保
育
園
が
鶴
居
保
育
園
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
鶴
居
村
立
へ

き
地
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。（
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
）

　

鶴
居
村
合
宿
研
修
所
を
解
体
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
核
と
し
た
地
域
福

祉
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
鶴
居
村
合
宿
研
修
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。（
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
）

　

新
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
供
用
開
始
に
伴
い
、
鶴
居
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。（
令
和
２
年
４
月
１
日
施
行
）

　

予　

算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
，２
５
１
万
円
を
増
額
し
、
総
額
57
億
８
，６

７
０
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

<

歳
出>

▽
輝
く
住
ま
居
る
支
援
金

２
，０
０
０
千
円

▽
光
ケ
ー
ブ
ル
関
連
工
事
経
費

２
，６
８
１
千
円

▽
カ
ラ
ス
箱
わ
な
製
作
委
託
経
費

１
，６
０
１
千
円

▽
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
補
助
金

２
６
７
，５
８
４
千
円

鶴
居
村
長
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

５
月
19
日
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
村
長
選

挙
の
告
示
日
・
投
票
日
及
び
村
内
の
各
投
票

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

告
示
日　

４
月
21
日
（
火
）

　

投
票
日　

４
月
26
日
（
日
）

●
お
問
合
せ
先

村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
☎
64

－

２
１
１
１
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

投票区 投票時間 投票場所

第１ 午前７時～午後８時 鶴 居 村 総 合 セ ン タ ー

第２ 午前７時～午後６時 下雪裡コミュニティセンター

第３ 午前７時～午後７時 下幌呂コミュニティセンター

第４ 午前７時～午後７時 幌呂農村環境改善センター

第５ 午前７時～午後６時 上幌呂コミュニティセンター

第６ 午前７時～午後６時 茂雪裡コミュニティセンター

第７ 午前７時～午後６時 支雪裡コミュニティセンター

第８ 午前７時～午後６時 下久著呂コミュニティセンター

春
の
交
通
安
全
運
動
に
つ
い
て

　

４
月
６
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
水
）
ま
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
交
通
安
全
を
自
ら
の
こ
と

と
捉
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
、
思
い
や

り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
が
主
体
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通

安
産
知
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
交
通
防
災
係

　

☎
64

－

２
１
１
１

春
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は
春
と
秋
に
多

く
発
生
し
て
お
り
、
被
害
の
３
分
の
２
は
山

菜
・
キ
ノ
コ
採
り
の
際
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

山
に
入
る
際
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

・
食
べ
物
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
る

・
一
人
で
は
野
山
に
入
ら
な
い

・
野
山
で
は
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く



役場からのお知らせ役場からのお知らせ

令和２年４月号　８

・
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
す
る

・
薄
暗
い
と
き
は
行
動
し
な
い

・
フ
ン
や
足
跡
を
見
た
ら
引
き
返
す

※
人
里
周
辺
な
ど
で
ヒ
グ
マ
を
目
撃
し
た
と

き
は
、
役
場
ま
た
は
警
察
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

　

役
場
産
業
振
興
課　

☎
64

－

２
１
１
４

　

鶴
居
駐
在
所　
　
　

☎
64

－

２
１
５
１

人
事
異
動

村
職
員
人
事

〈
４
月
１
日
付
〉

（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）

（　

）内
は
異
動
前
の
所
属
部
署
・
職
名

【
退
職
】▽
山
本
晴
義（
建
設
課
維
持
管
理
係

長
）

【
地
域
振
興
派
遣
終
了
】▽
丹
野
雄
貴（
企
画

財
政
課
企
画
調
整
係
兼
村
づ
く
り
推
進
室
地

域
振
興
係
）

【
総
務
課
】▽
総
務
係
兼
交
通
防
災
係　

中
田

悠
人（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
兼
村
づ
く

り
推
進
室　

地
域
振
興
係
）▽
北
海
道
派
遣

西
村
豪
祐（
企
画
財
政
課
税
務
係
）▽
退
職
出

向　

黒
崎
浩
史（
教
育
課
生
涯
学
習
係
）

【
企
画
財
政
課
】▽
企
画
調
整
係
兼
財
政
係　

堀
尾
郁
希（
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

兼
戸
籍
住
民
係
）▽
税
務
係　

加
藤
佳
令
来

（
新
採
用
）

【
住
民
生
活
課
】国
民
健
康
保
険
係
兼
戸
籍
住

民
係　

渡
邊
優
衣（
教
育
課
総
務
係
兼
学
校

教
育
係
）

【
保
健
福
祉
課
】▽
介
護
保
険
係　

斎
藤
美
奈

子（
新
採
用
）▽
健
康
推
進
係　

今
井
涼
香（
新

採
用
）▽
鶴
居
保
育
園
主
任
保
育
士　

伊
豆

原
清
香（
幌
呂
保
育
園
主
任
保
育
士
）▽
鶴
居

保
育
園
保
育
士　

原
田
美
穂（
新
採
用
）

【
産
業
振
興
課
】▽
農
政
係
兼
商
工
観
光
係　

米
川
快
斗（
新
採
用
）

【
建
設
課
】▽
建
設
課
長
兼
道
路
維
持
係
長　

小
北
隆
男（
建
設
課
長
）▽
維
持
管
理
係
主
査

吾
妻
祐
史（
新
採
用
）▽
維
持
管
理
係　

山
本

晴
義（
再
任
用
）

【
教
育
委
員
会
】▽
総
務
係
兼
学
校
教
育
係　

粟
崎
春
華（
新
採
用
）▽
生
涯
学
習
係　

吉
田

綾
稀（
産
業
振
興
課
農
政
係
兼
商
工
観
光
係
）

教
職
員
人
事

〈
４
月
１
日
付
〉

（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）

転
出
・
・
・（　

）
内
は
転
出
先

転
入
・
・
・（　

）
内
は
転
入
前

●
鶴
居
小
学
校

【
転
出
】
▽
遠
藤
浩
一
校
長
（
釧
路
町
立
遠

矢
小
学
校
）
▽
鈴
木
将
太
教
諭
（
釧
路
教
育

局
）
▽
佐
藤
理
能
教
諭
（
退
職
）
▽
大
川
英

雄
教
諭
（
厚
岸
町
立
真
龍
小
学
校
）

【
転
入
】
▽
田
中
敏
行
校
長
（
鶴
居
村
立
下

幌
呂
小
学
校
）

●
幌
呂
小
学
校

【
転
出
】
▽
三
上
裕
生
校
長
（
釧
路
市
立
東

雲
小
学
校
）
▽
小
林
辰
司
教
諭
（
標
茶
町
立

沼
幌
小
学
校
）
▽
町
田
玲
奈
養
護
教
諭
（
釧

路
市
立
新
陽
小
学
校
）
▽
福
田
尚
事
務
職
員

（
釧
路
市
立
愛
国
小
学
校
）

【
転
入
】
▽
水
澤
好
克
校
長
（
鶴
居
村
立
幌

呂
小
学
校
教
頭
）
▽
佐
久
間
研
教
頭
（
厚
岸

町
立
厚
岸
小
学
校
）
▽
森
和
香
教
諭
（
標
茶

町
立
塘
路
小
学
校
）
▽
伊
東
巴
養
護
教
諭

（
標
茶
町
立
中
茶
安
別
小
学
校
）
▽
杉
真
実

事
務
職
員
（
浜
中
町
立
茶
内
中
学
校
）

●
下
幌
呂
小
学
校

【
転
出
】
▽
田
中
敏
行
校
長
（
鶴
居
村
立
鶴

居
小
学
校
）

【
転
入
】
▽
土
居
慎
也
校
長
（
標
茶
町
立
磯

分
内
小
学
校
）
▽
藤
野
和
明
教
諭
（
弟
子
屈

町
立
弟
子
屈
小
学
校
）

●
鶴
居
中
学
校

【
転
出
】
▽
名
和
勝
紀
教
頭
（
釧
路
市
立
北

中
学
校
）
▽
丹
羽
昌
仁
教
諭
（
釧
路
市
立
大

楽
毛
中
学
校
）
▽
谷
口
亮
教
諭
（
弟
子
屈
町

立
弟
子
屈
中
学
校
）
▽
河
島
弘
幸
教
諭
（
厚

岸
町
立
厚
岸
中
学
校
）

【
転
入
】
▽
草
間
千
広
教
頭
（
釧
路
町
立
遠

矢
中
学
校
）
▽
中
村
悠
希
教
諭
（
弟
子
屈
町

立
弟
子
屈
中
学
校
）
▽
相
澤
裕
也
教
諭
（
浜

中
町
立
浜
中
中
学
校
）
▽
前
野
卓
教
諭
（
標

茶
町
立
虹
別
中
学
校
）
▽
渡
邊
萌
愛
教
諭

（
新
採
用
）



９　令和２年４月号

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

●
幌
呂
中
学
校

【
転
出
】
▽
谷
口
瑠
里
教
諭
（
標
茶
町
立
塘

路
中
学
校
）
▽
村
山
明
事
務
職
員
（
任
期
満

了
）

【
転
入
】▽
坂
井
洋
介
教
諭（
標
茶
町
立
標
茶

中
学
校
）▽
野
澤
弘
平
事
務
職
員（
新
採
用
）

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合

鶴
居
消
防
署
職
員
人
事

（　

）内
は
移
動
前
の
階
級
・
役
職

【
消
防
本
部
】

▽
消
防
課
長　

高
田
勝
也（
鶴
居
消
防
署
長
）

【
弟
子
屈
消
防
署
】

▽
予
防
救
急
課
救
急
救
助
係
主
任　

菊
地
一

世（
鶴
居
消
防
署
警
防
管
理
課
警
防
係
）

【
鶴
居
消
防
署
】

▽
鶴
居
消
防
署
長　

川
村
公
基（
警
防
管
理

課
長
）

【
警
防
管
理
課
】

▽
警
防
管
理
課
長　

加
藤
博
由（
予
防
救
急

課
長
）▽
警
防
係
兼
総
務
係　

加
藤
大
輝（
予

防
救
急
課
救
急
救
助
係
）▽
警
防
係　

東
康

太
郎（
予
防
救
急
課
予
防
広
報
係
）

【
予
防
救
急
課
】

▽
予
防
救
急
課
長　

早
川
宜
志（
消
防
本
部

消
防
課
課
長
補
佐
）▽
救
急
救
助
係
主
任　

山
下
悟
史（
警
防
管
理
課
総
務
係
）▽
予
防
広

報
係　

吉
田
将
也（
警
防
管
理
課
警
防
係
）▽

予
防
広
報
係　

井
上
翔
也（
新
採
用
）

【
昇
格
】消
防
士
長　

山
下
悟
史（
消
防
副
士

長
）む

ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
補
助
金
申
請
に
つ
い
て

　
「
む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
補

助
金
」
の
申
請
を
今
年
度
も
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
や
各
団
体
・
グ
ル
ー

プ
等
の
皆
さ
ん
が
、
本
村
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
個
性
あ
る
村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
各
種
取
組
を

村
が
支
援
す
る
補
助
制
度
で
す
。

　

各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
主
体
的
か
つ
協

働
の
意
識
を
も
っ
て
進
め
る
地
域
活
性
化
事

業
、
並
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
等
を

対
象
に
財
政
支
援
を
図
り
ま
す
の
で
、
同
制

度
を
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
補
助
事
業

①
地
域
活
性
化
事
業

　

人
材
育
成
事
業
（
若
者
、
女
性
等
）、
各

種
イ
ベ
ン
ト
事
業
、
各
種
調
査
研
究
事
業
な

ど②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
振
興
事
業

　

定
住
環
境
整
備
事
業
、
地
域
活
動
振
興
事

業③
地
域
文
化
振
興
事
業

　

地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

事
業
な
ど

④
地
域
振
興
上
特
に
必
要
と
認
め
る
事
業

●
補
助
率

　

補
助
率
は
３
分
の
２
以
内
で
下
限
額
が

３
万
円
、
上
限
額
が
各
事
業
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

何
か
ひ
ら
め
い
た
と
き
は
、
ま
ず
企
画
財

政
課
企
画
調
整
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
64

－

２
１
１
２

空
き
家
・
貸
家
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
村
内
に
あ
る
空
き
家
・
貸
家
の

有
効
活
用
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
と
定

住
促
進
を
図
る
た
め
、
空
き
家
・
貸
家
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
賃
貸
や
売
買
の
交
渉
・
契
約
は
所

有
者
と
希
望
者
に
お
い
て
直
接
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
64

－

２
１
１
２



令和２年４月号　10

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い
る
事

業
者
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響

を
受
け
て
い
る
事
業
者
向
け
の
支
援
策
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

制
度
の
問
合
せ
先
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
】

（
３
月
２
日
付
け
で
全
都
道
府
県
を
指
定
し
て

い
ま
す
。）

●
指
定
期
間

　

令
和
２
年
２
月
18
日
（
火
）
〜
令
和
２
年
６

月
１
日
（
月
）

●
制
度
概
要

　

経
営
の
安
定
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
中
小
企

業
者
を
、
一
般
保
証
（
最
大
２
．８
億
円
）
と

は
別
枠
の
保
証
の
対
象
と
す
る
資
金
繰
り
支
援

制
度
。

　

一
般
枠
と
は
別
枠
（
最
大
２
．８
億
円
）
で

借
入
債
務
の
１
０
０
％
を
保
証
（
売
上
高
が
前

年
同
月
比
20
％
以
上
減
少
等
の
場
合
）

●
お
問
合
せ
先

・
北
海
道
信
用
保
証
協
会

　

☎
０
１
２
０

－

２
７
９

－

５
４
０

・
北
海
道
信
用
保
証
協
会　

釧
路
支
店

　

☎
23

－

１
３
６
１

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
要
件
緩
和
】

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

特
例
措
置
と
し
て
、
２
月
14
日
（
金
）
よ
り

要
件
を
緩
和
し
、「
売
上
高
が
５
％
以
上
減
少
」

の
数
値
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
今
後
の
影
響
が
見

込
ま
れ
る
事
業
者
も
含
め
て
融
資
対
象
。

●
資
金
の
使
い
道

　

運
転
資
金
、
設
備
資
金

●
融
資
限
度
額

・
中
小
企
業
７
．２
億
円

・
国
民
事
業
４
，８
０
０
万
円

●
金
利

・
標
準
金
利　

１
．11
％

・
国
民
事
業　

１
．91
％

※
令
和
２
年
２
月
３
日
時
点
、
貸
付
期
間
・
担

保
の
有
無
等
に
よ
り
変
動

●
お
問
合
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
事
業
資
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

１
５
４

－

５
０
５

【
衛
生
環
境
激
変
対
策
特
別
貸
付
】

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

一
時
的
な
業
況
悪
化
か
ら
資
金
繰
り
に
支
障

を
来
し
て
い
る
旅
館
業
、
飲
食
店
営
業
及
び
喫

茶
店
営
業
を
営
む
方
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方
。

①
最
近
１
ヵ
月
間
の
売
上
高
が
前
年
ま
た
は
前
々

年
の
同
期
に
比
較
し
て
10
％
以
上
減
少
し
て
お

り
、
か
つ
、
今
後
も
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

②
中
長
期
的
に
業
況
が
回
復
し
発
展
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

●
資
金
の
使
い
み
ち

　

運
転
資
金

●
融
資
限
度
額

　

別
枠
１
，０
０
０
万
円
（
旅
館
業
は
別
枠
３
，

０
０
０
万
円
）

●
金
利

　

基
準
金
利　

１
．91
％

　

※
令
和
２
年
２
月
３
日
時
点
、
貸
付
期
間
・

担
保
の
有
無
等
に
よ
り
変
動

●
お
問
合
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
事
業
資
金
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０

－

１
５
４

－

５
０
５

【
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
】

●
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
る
事
業
主
（
従
来
の
対
象
事
業
者
の
範
囲
か

ら
拡
大
さ
れ
ま
し
た
）

※
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
人
観
光
客
の
減
少
の
影

響
を
受
け
る
観
光
関
連
産
業
や
、
部
品
の
調
達
・

供
給
等
の
停
滞
の
影
響
を
受
け
る
製
造
業
な
ど

も
幅
広
く
特
例
措
置
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
助
成
対
象

　

労
働
者
に
対
し
て
一
時
的
に
休
業
、
教
育
訓

練
又
は
出
向
を
行
い
、
労
働
者
の
雇
用
維
持
を

図
っ
た
場
合
に
、
休
業
手
当
、
賃
金
等
の
一
部

を
助
成
。

●
助
成
率

　

・
大
企
業　

２
分
の
１

　

・
中
小
企
業　

３
分
の
２

●
支
給
限
度
額

　

１
年
間
で
１
０
０
日
（
３
年
間
で
１
５
０
日
）

●
特
例
措
置
の
内
容

①
休
業
等
計
画
届
の
事
後
提
出
が
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
可
能

②
生
産
指
標
の
確
認
対
象
期
間
を
３
ヵ
月
か
ら

１
ヵ
月
に
短
縮

③
雇
用
指
標
（
最
近
３
ヵ
月
の
平
均
値
）
が
対

前
年
比
で
増
加
し
て
い
る
場
合
も
対
象
。

④
事
業
所
設
置
後
、
１
年
未
満
の
事
業
主
も
対

象●
お
問
合
せ
先

　

☎
０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
レ

ス
ト
ラ
ン
推
進
事
業
に
つ
い
て

　

北
海
道
で
は
、
食
品
選
択
や
外
食
摂
取
に
お

い
て
、
健
康
管
理
上
の
適
切
な
選
択
を
支
援
し
、

道
民
の
健
康
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

令
和
元
年
10
月
よ
り
新
た
な
食
環
境
整
備
事
業

と
し
て
、「
ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

レ
ス
ト
ラ
ン
推
進
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
登
録
対
象
店
舗

　

外
食
料
理
店
（
喫
茶
店
を
含
む
）
及
び
そ
う

ざ
い
製
造
業
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
ー

パ
ー
、
社
員
・
学
校
食
堂
な
ど
。

●
三
ツ
星
制
に
つ
い
て

　

登
録
は
、
三
ツ
星
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

①
一
ツ
星

　

道
が
提
供
す
る
健
康
情
報
等
の
発
信
及
び
店

内
を
禁
煙
と
し
て
い
る
店
舗

②
二
ツ
星

　

①
に
加
え
、
顧
客
の
要
望
に
応
じ
た
健
康
を

支
援
す
る
オ
ー
ダ
ー
対
応
が
で
き
る
店
舗

③
三
ツ
星

　

①
及
び
②
に
加
え
、
健
康
に
配
慮
し
た
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
」

や
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
」、「
塩
分
控
え

め
メ
ニ
ュ
ー
」
の
ど
れ
か
一
つ
を
提
供
す
る
店

舗●
登
録
届
出
に
つ
い
て

　

最
寄
り
の
道
立
保
健
所
、
も
し
く
は
北
海
道

の
Ｈ
Ｐ
よ
り
入
手
で
き
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ:http//w

w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/

hf/kth/hher/top-02.htm

●
お
問
合
せ
先

　

釧
路
保
健
所　

☎
65

－

５
８
１
９

確
定
申
告
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

　

今
般
、
政
府
の
方
針
を
踏
ま
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

申
告
所
得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
に
つ
い
て
４
月
16
日
（
木
）
ま
で
、
申
告
・

納
付
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
申
告
所
得
税
及
び
個
人
事
業

者
の
消
費
税
の
振
替
納
税
を
ご
利
用
さ
れ
て
い

る
方
の
振
替
日
に
つ
い
て
も
、
延
長
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
お
近
く
の

税
務
署
で
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ

れ
ば
、
確
定
申
告
会
場
に
出
向
く
こ
と
な
く
、

ご
自
宅
等
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
告
（e-T

ax

）
し
て

頂
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
分
の
還
付
申
告
に
つ
い
て

は
、
５
年
間
申
告
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で
申
告
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

【
還
付
申
告
の
例
】

　

給
与
所
得
者
や
公
的
年
金
受
給
者
で
、医
療

費
控
除
・
寄
附
金
控
除（
ふ
る
さ
と
納
税
）・
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）に
よ

り
還
付
を
受
け
ら
れ
る
方
な
ど

●
申
告
・
納
付
期
限

【
申
告
所
得
税
・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
贈

与
税
】

　

令
和
２
年
４
月
16
日
（
木
）

●
お
問
合
せ
先

　

釧
路
税
務
署　

☎
31

－

５
１
０
０

官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ



11　令和２年４月号

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 令和元年度 全国統一防火標語

「ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心」

　消防では、４月２０日（月）から３０日（木）まで、全道一斉に春の火災予防運動を実施します。これからの季節は空
気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。火災の発生を未然に防ぐため、次のことについて注意し火災予防に努めましょう。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣・４つの対策

統一標語

『ひとつずつ　いいね！で確認　　
　火の用心』

火事・救急・救助は１１９番
釧路北部消防事務組合鶴居消防署

（☎６４－２３４４）

≪３つの習慣≫
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。

○ガスこんろなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す。

≪４つの対策≫
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報
器を設置する。

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防
ぐために、防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用
消火器等を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るため
に、隣近所の協力体制をつくる。

※鶴居村でも、毎年のように屋外でのゴミ焼きから火災が発生しています。
農林業を営むための焼却以外の野焼きは法律で禁止されていますので、屋外での

　ゴミ焼き・野焼きはしないようにしましょう。

　電化製品を使用することによって、日常の生活が豊かになった反面誤った使用方法や維持管理不足による製品火災が発
生する恐れがあります。テレビ・冷蔵庫・ストーブ等の維持管理は大丈夫ですか？下記のポイントに注意し電気火災を予
防しましょう。

≪電気火災を防ぐポイント≫
・コードを束ねたり、ねじれたままの状態で使用したりしないようにしましょう。
・コンロの上方など、コードが加熱されるような場所での使用はやめましょう。
・コードが、家具などの下敷きになったり、押しつけなどにより傷ついたりしないように注意しましょう。
・コンセントやコードには、使用できる電気量に制限があります。表示されている電気量を確認して使用しましょう。
・老朽化した器具や配線は新しいものに交換しましょう。
・長年使用していなかった電気製品は、使用する前に専門の業者に点検を依頼して、安全を確認してから使いましょう。

　４月下旬に開催を予定していた、第７回消防キッズフェアについて、
新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を見合わせることに致しま
した。延期で開催するべく対応を検討しています。
　後日、開催日や実施内容については、広報紙やIP告知端末等でお知ら
せ致します。

令和２年　春の全道火災予防運動の実施について

身近な家庭電気火災を防ぎましょう！

消防キッズフェアの開催延期について



令和２年４月号　12

見 本

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす

国の風しんの追加的対策
　特に抗体保有率の低い、昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日までの間に生まれた男性の方は、

風しんの定期予防接種の対象として追加されました。
２０２０年度のクーポン送付対象者は

１９６２年（昭和３７）年４月２日～１９７２年（昭和４７）年４月１日生の男性
・無料抗体検査クーポンが届きましたら、健康診断（※）の機会などで、抗体検査をお願いします。
　　※職場での定期健康診断等でも行うことができますので、健診担当の方にお問い合わせください。
・鶴居診療所での抗体検査、予防接種については下記☆をご覧ください。　
・本事業に参加している全国の医療機関（※）でも実施しています。
　　※厚生労働省ホームページに実施医療機関が掲載されています。

有効期限が一年間延長されました
2019年度にクーポンが届いた方へ　　
（昭和４７年４月２日～昭和５４年４月１日生の男性）
お手持ちの「風しん」の抗体検査・予防接種の
クーポン券は2021年2月末まで使えます。

風しんから、あなた自身と回りの人を守るためにあなたにできること　　
　クーポンが届いたら・・・
　　１．あなたが風しんへの抵抗力があるかチェックするため、抗体検査を受けましょう。
　　２．風しんへの抵抗力がないこと（抗体なし）がわかった場合、

風しんへの抵抗力(免疫)をつくるため、予防接種を受けましょう。

有効期限が2020年２月と
表示されていても、
2021年２月まで使えます。

☆鶴居診療所における　　　　　　　
　　　　抗体検査・予防接種について
日時：月・火、木・金、13：30～16：00
※予防接種の方は前日の午前中までに
電話予約が必要です（64-2122）　

持ち物
○　クーポン券
○　お住まいの住所が確認できる書類
○　風しんの抗体検査受診票（予防接種の方のみ）

Ｑ：風しんに感染すると何が問題なの？

抗体がつきにくい方や免疫力の低い方を守るために、妊婦だけでなく、
周囲や職場が一体となって、風しんが流行しない社会を作ることが大切です。

高齢者の肺炎球菌感染症の定期接種について

　平成26年10月より高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種が定期接種化されました。村では毎年度の対象の方に、
個別でご案内を送付しています。令和2年度は下記表の生年月日の方が対象となります。
対象の方には、誕生日が近くなりましたら個別に案内を送付しますので、必ずご確認ください。

問い合わせ：役場保健福祉課 健康推進係　保健師　（tel: ０１５４－６４－２１１６）

【令和2年度　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種対象者の生年月日】
対象者 生　年　月　日

接種場所：鶴居村立診療所
接種費用：自己負担3000円（村負担4129円）
　　　　　※生活保護受給の方は、無料です
接種日時：水曜日
接種時間：13：30～14：００
　　　　※前日の午前中までに
　　　　　診療所に予約が必要です（64-2122）

65歳となる方 昭和30年４月２日生～昭和31年４月１日生
70歳となる方 昭和25年４月２日生～昭和26年４月１日生
75歳となる方 昭和20年４月２日生～昭和21年４月１日生
80歳となる方 昭和15年４月２日生～昭和16年４月１日生
85歳となる方 昭和10年４月２日生～昭和11年４月１日生
90歳となる方 昭和５年４月２日生～昭和６年４月１日生
95歳となる方 大正14年４月２日生～昭和元年４月１日生
100歳となる方 大正９年４月２日生～大正10年４月１日生
◎令和２年度の接種対象者の方は、令和３年３月31日を過ぎますと、定期接種対象外となりますので、ご注意ください。



新刊案内 鶴居村図書館だより

※紹介している本は4/1（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……４月の図書整理日は28日（火）です。４月の図書整理日は28日（火）です。
●貸し出し…… 【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
 （CD3点、VTR2点、DVD１点まで）

リクエストサービス
鶴居村図書館では、本やＣＤのリクエスト
を受け付けています。図書館には無い読み
たい本などがありましたら、図書館にある
用紙に記入してお申込みください。
※資料によってはご希望にそえない場合が
あります。

13　令和２年４月号

海の十字架 坂下あたるとしじょうの宇宙

ジェンと星になったテリー はじめくんがっこうへいく

蛯原健介　著
　2015年以降、国税庁を
中心に進められた日本の
ワイン関係の法整備につ
いて、これまでの酒類関
係法や業界団体の自主基
準とも比較しながら検討
し、日本のワイン法の体
系を明らかにする。ラベ
ル表示や地理的表示を中
心に詳説。

町屋良平　著
　詩を書く高校生の毅は、
小説の才能がある親友あ
たるに嫉妬していた。あ
る日、小説投稿サイトに
あたるの作風を模倣した
AIによる偽アカウントが
作られ、オリジナルの面
白さを超え始め…。

草野あきこ　作
永島壮矢　絵

　ジェンは、ユイの家の
飼い犬。亡くなったはず
の先住犬テリーがときど
き現れるが、なぜかジェ
ン以外には姿が見えない。
テリーが現れることを快
く思わないジェンだが、
ある日、ユイがたいへん
なことに。そこにテリー
が…。

もりかわしげみ　さく
やまにしゲンイチ　え

　忍者が大好きな6才のは
じめくん。今度入学する
小学校がどんなところか
気になったはじめくんは、
こっそりお姉ちゃんのあ
とをつけて…。絵さがし
や迷路も楽しめる絵本。

安部龍太郎　著
　ポルトガルの大型帆船
「ナウ」を目の当たりに
した日本初のキリシタン
大名・大村純忠の決断を
綴った表題作や、宗像氏
貞、服部友貞、三好四兄弟、
津軽為信、長尾景虎らを
描いた全6篇を収録。

寺村輝夫　レシピ原案
岡本颯子　絵

さわのめぐみ　レシピ監修
　こまったさんのスパゲッ
ティ、こまったさんのサ
ンドイッチ…。こまった
さんの物語に出てくる料
理10品のレシピを、写真
とともにわかりやすい手
順で再現します。

日本のワイン法 こまったさんのレシピブック



寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。

≪通常分≫
　学校教育備品購入費のために
　　株式会社佐々木建設　
　　代表取締役　佐々木　泰三　様
　　　　　　　　金５００，０００円

　　　下久著呂　佐藤　忠一　様
　　　　　　　　金２００，０００円

＜ふるさと納税分＞
北海道　早坂　優 様　　神奈川県　畑　博美 様
愛知県　澤谷一男 様

●２月寄付実績
３７件 ４３０千円

■令和元年度（平成３１年４月～令和２年２月）の
　寄付累計
　　　　１, ０５６件　２０, ３９２千円
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４月の自然観察会
●春の足音を聴きに行こう
【日　時】　４月１２日(日) 午前１０時～１２時
【内　容】　釧路湿原の環境や生態系を中心に学び
ながら早春の木道を歩きます。

【定　員】　１５名
【参加費】　無料
【集合・申込・問合先】
　温根内ビジターセンター　（☎65-2323）

●早春の湿原　野鳥観察会
【日　時】　４月１８日(土) 午前１０時～１２時
【内　容】　渡り鳥の中継地シラルトロ湖周辺で、
講師の解説を聞きながら、野鳥観察を楽しみます。

【定　員】　１５名
【参加費】　無料
【集合場所】　シラルトロ自然情報館駐車場
【申込・問合先】
　塘路湖エコミュージアムセンター
　（☎015-487-3003）

●釧路湿原こどもレンジャー登録者募集
【内　容】　登録者を対象に体験型のイベントを開
催し、楽しみながら釧路湿原について学習します。

【対　象】　村内の小学校４～６年生（登録者の兄
弟であれば、小学校低付学年でも登録可）

【参加費】　無料
【申込・問合先】
　釧路湿原国立公園連絡協議会事務局（環境保全
課内）　（☎31-4594）
　４月１日（水）より随時、電話で受付けます。

えんれい荘コミュニティーの
お知らせ

　令和２年１月より介護老人保健施設えんれい荘
では、村民の皆さんに、多職種の施設職員が医療
や看護、福祉に関する情報発信、皆さまからのご
質問やご相談にお答えする活動を実施しています。
是非えんれい荘を身近に感じていただきお気軽に
ご活用ください。
＜第２回＞
【テーマ】家庭でできる転倒予防
【日　時】令和２年４月１６日㈭ 午後１時～午後２時
【場　所】えんれい荘　ボランティア室
【送　迎】前日までの予約にて鶴居市街（バス停）⇔
　えんれい荘の送迎を行います。
　ご希望の方は相談室までご連絡ください。（平
　日のみ）
【お問合せ先】えんれい荘　相談室　☎64-2126
＜第３回目以降（予定）＞
①７月　テーマ　フレイル予防で健康寿命を延ばそう。
②１０月　テーマ　安全な車いすの介助方法

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

令和２年４月号　14

お　誕　生
お誕生おめでとうございます。
２月中に届出のありました出生について、次のと
おりご紹介します。

石井　杏
あん

　ちゃん　　女　　鶴居市街
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鶴居 タンチョウ 検索

櫻井　真弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205　鶴居村中雪裡南　☎64-2620／FAX64-2239

「知ってる？タンチョウのこと」　タンチョウの重さの話
　鶴居村民の私たちにとって、タンチョウは特別な鳥です。そして身近な鳥でもあります。でも、実は
意外と知らないことも多いのではないでしょうか？今回は、まずタンチョウの重さについて問題を出し
ます。小学生でもわかる問題なので、是非ご家族そろって考えてみてください。

問題
　先日５キロのお米を持って体重計に乗ったら59㎏になりました。昨年の秋に回収された幼鳥の死体を
持って体重計に乗った時は63㎏でした。さて、この幼鳥、重さは何㎏？

答え：９㎏

　私の体重もバレてしまいましたが、そこには触れずに話を進めます。タンチョウの体重は６㎏～11㎏です。
この幼鳥はタンチョウの中でも重たい方になります。タンチョウは、生後100日前後で飛べるようになり、
その頃の体重は５㎏～６㎏です。そして、秋の移動の頃までには、成鳥と同じ大きさに育ちます。

　幼鳥の死因は電線事故でした。飛行中に電線にぶつかり落下したようです。事故現場になった下久著
呂地区で生まれ育ったタンチョウだったと思われます。事故があった11月17日は、最大瞬間風速が12ｍ
と風の強い日で、まだ飛ぶのに慣れていない幼鳥は、風にあおられて電線に接触したのかもしれません。
酪農地帯は、子育て中のタンチョウにとって餌に恵まれた快適な場所なのでしょうが、空を飛ぶことは、
体重が重ければ重いほど大変です。少々大きめに育った幼鳥が電線事故にあって死んでしまったことを
考えると、複雑な気持ちです。人間だって体重が増えると成人病のリスクが高まります。私の体重も身
長から割り出すと平均値を上回っていますので、
タンチョウの太りすぎ（？）を心配しつつ、自分
も減量をしなくてはと思う今日このごろです。

　サンクチュアリのネイチャーセンターは、新型
コロナウイルスの影響で２月28日から臨時休館と
なり、その日をもって2019年度の開館を終えまし
た。昨年同様、怒涛の３月を想定して気合を入れ
ていた矢先のことです。すっかり肩透かしを食ら
いましたが、久しぶりにゆっくりとタンチョウを
観察することができ、あらためてその美しさに魅
了されました。気持ちを新たに、今年度もタンチョ
ウとその生息域を守る活動を続けていきます。

シリーズ

タンチョウ
Vol. 304

給餌場で親に甘える幼鳥（右側）
大きさは、親鳥と全く変わりません



４月村のカレンダー４月村のカレンダー
1 水

2 木

3 金 ・鶴居保育園入園式　10：00～　鶴居保育園

4 土

5 日

6 月

7 火

・幌呂小学校入学式　　10：00～　幌呂小学校
・下幌呂小学校入学式　10：00～　下幌呂小学校
・鶴居小学校入学式　　10：30～　鶴居小学校
・幌呂中学校入学式　　13：30～　幌呂中学校
・鶴居中学校入学式　　13：30～　鶴居中学校

8 水 ・乳児健診　13：00～　総合センター

9 木

10 金 ・鶴居村消費者協会通常総会　13：30～　総合センター

11 土 ・わんぱくアドベンチャークラブ４月講座　　10：30～　総合センター

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火 ・鶴居村長選挙告示

22 水

23 木

24 金 ・寿大学卒業式及び入学式　10：00～　総合センター

25 土

26 日 ・鶴居村長選挙投・開票日　7：00～　村内投票各所

27 月

28 火

29 水 ・鶴居運動広場オープニングセレモニー　　9：30～　鶴居運動広場

30 木

一気に雪解けが進み春の訪れを感じ
られる今日この頃、皆さまいかがお
過ごしでしょうか。
　私事ですが、昨年４月に入庁して
早いもので一年が経過しました。
最初は右も左も分からず不安でした
が、様々な取材の機会を通じ一歩ず
つ歩んでくることができました。広
報つるいは村民皆さまのご協力が
あってはじめて創り上げることがで
きるものだと感じました。
　あらためて、様々な取材にご協力
いただきましたこと、温かいご支援
をいただきましたことに感謝申し上
げます。
　４月からは、新しい部署で新しい
業務に携わることになりますが、こ
の一年で学んだことを活かし、これ
まで以上に全力で取り組んでいきた
いと思います。
　最後になりますが、今後とも広報
つるいのご愛読のほど宜しくお願い
いたします。（N）

編集後記

今月の表紙

今年１月からの発生件数
人身事故０件／物件事故25件
２月中の発生件数
人身事故０件／物件事故11件

死亡事故ゼロの日　1,566日
（２月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

人の動き
（2月末住民登録人口）

人口　総数 2,515人
（前月比 ＋9人）

うち外国人人口　31人
（男 6人・女 25人）

昨年同期は　2,517人で、
対前年比較は　－2人です。

男 1,266人（前月比 ＋3人）
女 1,249人（前月比 ＋6人）

世帯数　1,183戸
（前月比 ＋3戸）

うち外国人世帯数　26戸

　鶴居中学校卒業式のひとコマ
です。
　大変仲が良かったクラス。卒
業生は晴れやかな笑顔の中で見
送られていました。

（※詳細記事は２ページ）
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